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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの研究成果として「『八千頌般若経』梵‐蔵、蔵‐梵対照語彙表」を
作成した。作成方法としては、①梵‐蔵対照語彙表を作成する。②蔵‐梵対照のためのプログラムを作る。③
Excel VBAにより、梵蔵相互の対照語彙の一覧表を作成した。同時に検索ツールの開発も進め、梵-蔵、蔵-梵そ
れぞれの単語を検索語として入力すれば、対応語彙の一覧がコンピュータ上で閲覧できるようになった。これに
より梵語、蔵語だけでなく、漢語、パーリ語など多言語での検索が可能となり、多言語対照語彙のデータベース
の構築への基礎が準備された。

研究成果の概要（英文）：We edited the Sanskrit-Tibetan, Tibetan-Sanskrit Vocabulary Table of the 
Astasahasrika Prajnaparamita for our research project. The editorial plane is as follows: (1) 
constructing a Sanskrit-Tibetan vocabulary table, (2) programing for converting Sanskrit-Tibetan 
vocabulary to Tibetan-Sanskrit one, and (3) making of a list of mutual control vocabulary by using 
Excel VBA.
 In parallel with it, we also developed a vocabulary search tool. Entering Sanskrit or Tibetan as 
the search term, the corresponding words can be listed on the computer. This makes it possible to 
search not only in Sanskrit and Tibetan but also in multiple languages such as Chinese, Pali, etc. 
Based on these results, we were able to be prepared the foundation of the multilingual control 
vocabulary database.

研究分野： 初期大乗仏教
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１．研究開始当初の背景 
 紀元前後頃に成立し次第に増広・編集され
た初期大乗仏教の経典群は『般若経』（正式
名は『般若波羅蜜（多）』）と称され、初めて
大乗の語を使用した大乗仏教の先駆的経典
である。最大のものは玄奘訳『大般若波羅蜜
多経』六百巻にまとめられ、逆に短縮された
経典には日本人に馴染み深い『般若心経』な
どがある。また更に『一字般若』（チベット
訳のみ現存）のような密教経典さえ生まれて
いる。代表的な註釈書には、インド・チベッ
トでは弥勒作とされる『現観荘厳経論』、中
国・日本では龍樹に帰せられた『大智度論』
があり、仏教流布の基盤となる論書・思想と
して重視された。 
 本研究で中心的に扱う『八千頌般若』はこ
れら般若経典群の中でも最古とされ、原型と
なるものは紀元前百年から後百年の間に成
立していたとみられ、後漢の支婁迦讖により
二世紀に『道行般若経』として漢訳された。
チベットでも仏教流伝の前伝記に既に翻訳
されており、最古（九世紀）の仏教目録とさ
れる『デンカルマ』『パンタンマ』にその名
が見られる。『八千頌般若』は、梵文写本も
多く現存し校訂テキストもこれまでに Mitra
本（1888）、Wogihara 本（1932-35）、Vaidya
本（1960）が出版されている。梵文からの全
訳として、エドワード・コンゼ博士による英
訳（1958）、梶山・丹治両博士による和訳
（1974-75）がある。本経に比定される漢訳
は紀元後二世紀から十世紀に至るまで計七
本が現存している。 
 上述の梵文のネパール写本は十一～十二 
世紀のものとされるが、近年、クシャーナ時
代と推定される写本がバーミヤン渓谷北部
の洞窟中で発見された。蒐集家Ｍ．スコイエ
ン氏所蔵のこの『八千頌般若』は、二世紀か
ら三世紀頃にクシャーン文字で書写された
もので、書写年代から言って、大乗仏教の成
立から僅か二百年ほど経過したばかりのも
のであり、前述した支婁迦讖の翻訳時期とほ
ぼ重なる。Ｌ．ザンダー博士によって校訂本
が出版されているが、本写本には Mahāvastu
に見られるような語形も散見され、散文大乗
仏典がサンスクリット化されてゆく過程を
直接反映する資料が現れたといえる。 
  
２．研究の目的 
 本研究は、同写本の網羅的研究のための基
礎研究として現存のネパール系写本との比
較の他、チベット語テキストとの内容の異動
を調査し、梵蔵対照テキストを作成するとと
もに、『八千頌般若』に対応した検索ツール
作成と多言語対照術語のデータベース構築
のために梵蔵術語の索引整備を行うことを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 上記の研究目的の下、上田昇・計良龍成に
よってデータ化された Sanskrit Word-index 

to the Abhisamayālamkarālokā 
Prajñāpāramitā-vyākhyā (U. Wogihara 
edition)(Snkibo, 1889)に基づいて、サンス
クリット語‐チベット語対照語彙データを
作成した。具体的には上記の索引見出し語を
エクセル上にアルファベット順に配列・デー
タ化したものを研究分担者及び研究協力者
にそれぞれ『八千頌般若』の各章を割り当て、
各見出し語に対応するチベット語をデルゲ
版チベット大蔵経中の『八千頌般若』の所在
と共に入力した。なお、その入力作業の過程
で作業効率をあげるため、入力支援シートを
作成した。これは上記の word-index のアル
ファベット配列順から、所在順（ページ順）
配列に変換したシートであり、これにより、
『八千頌般若』のサンスクリット語テキスト
を冒頭から読み下して、対応チベット語をデ
ルゲ版チベット大蔵経の中に見つけること
ができ、作業効率が進展した。 
 
４．研究成果 
 上記作業の研究成果として「『八千頌般若』
梵‐蔵、蔵‐梵対照表」（報告書）を作成し
た。これは上記の梵‐蔵対照語彙表を作成し
た上で、蔵‐梵の対照が出来るようにプログ
ラムを組み、梵‐蔵対照語彙を蔵‐梵対照も
のに編成し直し、梵蔵相互の対照語彙を一覧
表にしたものである。 
 また、同時に検索ツールの開発も進み、梵
-蔵、蔵-梵それぞれの単語を検索語として入
力すれば、対応語彙の一覧がコンピュータ上
で閲覧できる段階にまで到達した。 
 今後は、梵語、蔵語だけでなく、漢語、パ
ーリ語など多言語での検索を可能にすると
共に、東洋大学東洋学研究所のホームページ
からアクセスできるよう、開発を進めていく
予定である。 
 上記のように般若経は初期大乗の最初期
の経典であり、インドのみならずチベットや
中国においても般若経は註釈を伴った教理
研究として発展した。散文大乗仏典がサンス
クリット化されてゆく過程を術語レベルで
比較検討するためにも、さらに梵文原典がチ
ベット語に翻訳されていく過程で、どのよう
な系統の梵文写本がいつ頃もたらされたの
かを推定するためにも、多言語対照語彙のデ
ータベースの構築及び検索ツールを整備す
ることが不可欠である。本プロジェクトの成
果により、近年続々と発見される写本の分析、
解読が容易になり、翻訳を公開し広く世に問
うことも可能になる。 
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